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村のようす

(55年 2月 1日現在〉

1，494戸(+1) 
7，396人(-17) 
3，672ノt¥. (- 5) 

3，724人(-12)〆
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八

w
h
ド

山
以

四
月
か
ら
、
一
年
生
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
感
で
い
っ
ぱ
い
の
中
で

入
学
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

該
当
児
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四

十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
男
六
十

一
名
、
女
五
十
八
名
の
合
せ
て
百
十
九
名
で
す
。

今
か
ら
健
康
に
気
を
配
り
、
入
学
式
に
臨
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

該
当
児
童
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
入
学
予
定
者
名

)11 
辺

新石須味矢須磯野須坂熊山磯須鈴辻 金
i国 守 二

国井藤原3藤 田 崎 藤 本 田 崎 白藤木 e 校
は萱

あ幸智 恵か孝恵敦久和義良ぁ 厚昇 ♀ 
V 名、 l

い恵美 美り一子子之校英治み 忠 志 一 六

剛 紀 博好一利国鎌久洋義勝幸一由泰義名

男男彦男郎夫勝一一一一 義 語夫 正 央 君

‘、j
 

，，
 

部
落
名

川

辺玉
川
第
一
小
ハ
六
十
七
名
〉

士一川

藁

谷

比

登

美

生

官
一
向

曲

山

英

樹

溝

井

明

子

矢

吹

隆

子

小

針

正

俊

関

根

美

和

溝

井

佐

知

子

吉

田

雅

弘

車

田

昭

典

車

田

フ

ミ

子

溝

井

和

正

須

藤

明

美

西

川

英

範

添

田

春

子

小

針

満

理

子

首

藤

幸

恵

高

林

裕

美

野

口

美

保

鈴

木

博

美

小

針

秀

一

永

林

し

の

ぶ

小

針

剛

祐

岩

谷

・唯

一
義

遠

藤

尚

中

武

二
勝

義

義

隆武
一

夫

義

三
敬

司
一

昭

一

幹

夫
一

夫

喜
久
夫

良

英

清

勝満
治

司
邦

男

信

次

吉

博
康

徳
志

郎

幸

男
利

ρ

平
潔

岩
法
寺

竜

崎

森仁小湯吉佐新内小小佐岡 鈴 一佐 佐 小渡小仁上三瀬鈴岡大草鈴石石和奥大石草永高高小鈴野

井林沢田藤 谷田林林藤部木藤藤林辺林井F野古谷木部竹野木森森田野竹森野林林 林 針 木 崎
田の進 さ 田 宮 亜奈み

健 ュ 啓 ぞ 之 貴寛友裕ゃ義 信明健勝幸進充俊隆幸真陸未祐 吉哲希 豊 結ど浅

次ミ二み介雄之久子か史勇幸子一則一一恵光生二紀美子子隆美也子学彦勝美り栄厚恵子ー

幸孝純

隆佑八 康 正定 ~ 隆森一 義 勇庄重 勝勝人秀芳隆邦英勝友義 末勝憲義喜貞芳 浅 幸孝重
太 一 昇 恵誠正
郎郡郎雌雄雄次男男之光一二光 昭幸朗雄男之三雄良重房 古利二則子三幸 松 古一光

添小小

田林林

紀栄皇

美子子

覚

雄栄
耕

蔵

北
須
釜

草

野

康

弘

石

井

貞

弘

小

針

明

美

渡

辺

由

紀

子

榊

枝

幸

子

小

針

智

幸

矢

吹

美

知

子

関

根

正

樹

塩

沢

貴

広

榊

枝

和

子

西

舘

英

子

大

和

田

誠

矢

吹

春

美

石

森

フ

ミ

ィ

石

森

幸

治

南
須
釜

須
釜
小
学
校
(
三
十
二
名
〉

大

越

隆

幸

塩

沢

幸

彦

大

野

真

紀

大

越

良

子

阿

部

秀

幸

塩

沢

由

美

大

越

硲

和

熊

谷

か

お

り

小

原

卒

技

大

野

孝

一

阿

部

由

美

子

近

内

勝

喜

班

目

千

恵

子

塩

沢

し

の

ぶ

近

内

正

浩

遠

野

裕

美

子

藤

田

浩

希

利

男

幸

徳
長
三
郎

十

七

幸

平

義

幸専
保

勝
安

春

吉

孝

喜
代
徳

清

一
忠

義

重

男
正

治
防阿

美
三
子

吉
山
小
屋

四
辻
分
校
ハ
四
名
)

辻

関

根

広

道

吉

村

知

枝

美

鈴

木

正

志

小

原

和

江

金正常春英一孝正金一正忠高貞安

治 人 春 良 範 美 夫 人 一 二 夫房雄一一

四

弘

志

正

治

好

市消

喝-"さ=----・・2=m---------=--=---=---------------F-------------z---"---------z----由---竺
=-------------EE-----------------"-------------------------

タト

げる

福{

" 

明日から立春という 2月3日、小高、長慶寺境内で

節分厄払いの豆まきが、部落の年男たちと、老若男女

多数参加してにぎやかに行われました。

長麗寺境内での豆まき
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民年金のら4月か

保険料が改定されます

四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が

一
か
月
三
千
七
百
七
十
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
。老

後
の
生
活
の
支
え
と
な
る
国
民
年

金
は
、
そ
の
値
打
ち
が
下
が
ら
な
い
よ

う
に
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額

の
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
な
ど
、
毎
年
の
よ

う
に
給
付
額
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま

す。
昨
年
も
一
ニ
・
四
%
の
給
付
ア
ッ
プ
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
お
金

は
、
み
な
さ
ま
が
納
付
さ
れ
る
保
険
料

の
積
立
金
と
、
国
産
金
な
ど
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
が
、
長
期
間
に
わ
た

っ
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は

年
金
額
の
ア
ッ
プ
な
ど
に
と
も
な
っ
て

払
込
む
保
険
料
も
改
定
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
保
険
料
の
額

が
四
月
か
ら
一
ニ
千
七
百
七
十
円
に
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

文」い。

「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
う
け
る

た
め
に
、
年
一
度
必
ず
提
出
し
て
い
た

だ
く
大
切
な
届
け
で
す
。

今
回
、
現
況
届
の
提
出
を
必
要
と
さ

れ
る
方
は
厚
生
年
金
と
船
員
保
険
の
年

金
受
給
者
の
う
ち
、
遺
族
年
金
、
通
算

遺
族
年
金
お
よ
び
特
例
遺
族
年
金
の
受

給
者
で
す
。

現
況
屈
の
用
紙
は
一
一
一
月
中
旬
に
社
会

保
険
庁
か
ら
直
接
、
本
人
あ
て
に
送
付

国
勢
調
査
の
は
な
し

調
査
日
が
な
ぜ

wm
和
五
十
五
年

l
l
こ
と
し
の
十
月

一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に
厨
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
方
を
対
象
と
し
た
、
国
の
最

も
基
本
的
で
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す

大
正
九
年
、
「
文
明
国
へ
の
仲
間
入

り
」
を
合
言
葉
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て

以
来
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
こ
と
し

の
調
査
は
十
三
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

全
国
で
約
七
十
五
万
人
の
調
査
員
が

四
千
五
百
万
枚
の
調
査
票
を
全
世
帯
に

配
布
し
、
ご
記
入
願
う

i
!と
い
う
こ

の
盟
を
あ
げ
て
の
一
大
統
計
調
査
に
よ

っ
て
、
人
口
や
世
帯
数
は
も
ち
ろ
ん

3 

(
そ
の
一
)

「
十
月

な
の
か

日
L_ 

年
令
別
、
配
偶
者
別
、
産
業
別
、
職
業

別
に
み
た
人
口
構
成
や
世
帯
構
成
な
ど

も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は

都
道
府
県
や
市
町
村
別
に
ま
と
め
ら
れ

行
政
を
は
じ
め
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

今
回
か
ら
七
回
に
わ
た
っ
て
、
国
勢

調
査
に
ま
つ
わ
る
身
近
な
お
話
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

十
月
一
日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
?

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
始
ま
る
日

法
の
日

新
幹
線
の
開
業
記
念
日

そ
れ
に
も
う
一
つ
、
こ
と
し
は
五
年

に
一
度
の
「
国
勢
調
査
」
の
日
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
こ
と
し
で
十
三
回
目

を
迎
え
ま
し
た
が
、
大
正
九
年
の
第
一

回
以
来
、
ず
っ
と
十
月
一
日
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
調
査
を

実
施
す
る
に
当
っ
て
、
一
年
一
一
一
百
六
十

五
日

i
lこ
と
し
は
一
日
多
い
で
す
が

!
iー
の
う
ち
で
十
月
一
日
を
選
ん
だ
理

由
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

.
気
候
の
よ
い
秋
だ
か
ら

i
l
い
い
え

違
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て

大
正
九
年
の
第
一
回
調
査
の
報
今
書
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
年
末
、
年
始
で
す
が
、
こ
の

時
期
は
、
「
取
引
の
決
算
、
年
賀
の
風

習
が
あ
る
」
う
え
、
地
域
に
よ
っ
て
は

「
積
雪
が
深
く
不
適
当
」

0

ま
た
、
夏

は
「
炎
熱
が
激
し
く
」
こ
れ
ま
た
適
さ

な
い
。
残
る
は
春
と
秋
で
す
が
、
春
は

「
旅
行
・
遊
山
す
る
人
が
多
い
」
の
で

調
査
時
期
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な

、。、
L
V

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
人
々
の
職
業

的
活
動
が
盛
ん
で
、
全
人
口
の
大
半
を

占
め
る
産
業
従
事
者
に
と
っ
て
は
、
か

な
ら
ず
し
も
農
繁
期
で
は
な
く
、
か
っ

一
年
の
四
分
の
三
を
経
過
し
た
十
月
一

日
」
に
決
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
る
ほ
ど
、
と
う
な
ず
け
る
話
し
で

す
が
、
他
に
も
う
一
説
あ
っ
て
、
四
月

か
ら
始
る
会
計
年
度
の
中
央
の
日
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
調
査
結
果
は

h

リ
年
震
の

平
均
値
H

と
し
て
、
行
政
上
の
利
用
に

便
利
だ
か
ら
、
と
い
う
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
大
正
九
年
以
来

十
三
回
、
毎
回
十
月
一
日
に
行
わ
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
わ
た
し

た
ち
国
民
の
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
か
ら
い

っ
て
も
、
国
勢
調
査
の
日
と
し
て

H

最

も
ふ
さ
わ
し
い
日
H

と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
〉
つ
。

さ
れ
ま
す
の
で
、
氏
名
、
住
所
を
記
入

し
、
押
印
の
上
、
市
区
町
村
長
の
証
明

を
受
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
四
月
十
五
日
で
、
期
限

ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
年
金
の

支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

提
出
先
は
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西

一
一
一
ノ
五
ノ
二
四
、
社
会
保
険
庁
年
金
保

険
部
業
務
第
二
課
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
。

3
1
J
1〉
B

、r
t

、z
、，、、、

たば=熔際風の窃ると:!3・f....

ちょっとした心づかいも味のうち

Smokin. Clean 
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展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
最

低
質
金
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
賃
金
の
最
低
額
は
、
県
単
位
で

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す

が
、
福
島
県
で
は
、
県
下
の
全
業
種
全

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
福
島
県
最
低
賃

金
と
、
食
料
品
製
造
業
、
繊
維
製
造
業

繊
維
産
業
な
ど
七
つ
の
業

種
に
適
用
さ
れ
る
業
種
別

最
低
賃
金
が
決
定
さ
れ
て

居
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
最
低
賃
金

額
が
そ
れ
ぞ
れ
別
表
の
と

お
り
改
正
(
引
上
げ
)
に

な
り
ま
し
た
。
実
施
の
期

日
は
福
島
県
最
低
賃
金
は

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
七

日
か
ら
ま
た
、
業
種
別
最

低
賃
金
は
昭
和
五
十
五
年

一
月
二
十
日
か
ら
と
な
っ

て
居
り
ま
す
。

f
t
ρ

こ
の
改
正
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
最
低
賃
金
額
以

下
で
労
働
者
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。詳

し
く
は
、
最
寄
の
労

働
基
準
監
督
署
又
は
、
福

島
労
働
基
準
局
賃
金
課

(
電
話

O
二
四
五
!
一
一
一
四

i
一
一
一
一
)
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

ぶ
尽
さ
¥
ミ
長
ミ
ミ
ミ
ミ
さ
い
氏
、
喜
一

竺
ヨ
ミ
ミ
vw還
さ
い
主
導
、
さ

賃
金
の
低
い
労
働
者
に
つ
い
て
、
賃
の
生
活
の
安
定
、
労
働
力
の
資
質
向
上

金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
及
び
事
業
の
公
正
競
争
の
確
保
に
資
す

労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
り
、
労
働
者
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発

福島県の最低賃金
氏 名 最 低 貸 金 除外賃金 効力発生年月日

l 福島県最低賃金 1日 2，414円(1時 間302伺) 家糟通皆勤族勤手手手当当当 54. 10. 17 

2 信島県食料品担造業最低賃

1日 2，700円 (1時間338円) 同 上 55. 1. 20 金

3 福島県横維産業最低賃金 1日 2，677円(1時間335円) 同 上 55. 1. 20 
ただし、陶礎器・

間関連産業及びi斉婦、

4 福島県木材・木製品・家具
18 2，820円(1時間353円)

片付けその他これら
同 上 55. 1. 20 

-装備品製造業最低賃金 に準ずる軽易な業務

lこ主としで従事する

福島県出版・印刷・間関連
者についでは、 l号

5 1日 2，820円(1時間353円) に掲げる福島県経低 同 上 55. 1. 20 
産業最位賃金 賃金の適用を受けるの

6 福島県窯業・土石製品製造
1 8 2，910円(1時間364円)

同 上 55. 1. 20 
業妓低賃金

1日 2，830円(1時間354丹)

7 福島県機械・金属製品等製
小型電動具又は手工主主を用いて行う穴あけ、

かしめ、巻線その他これらに泡ずる経易な草壁荷 同 上 55. 1. 20 
造業最i丘賃金

に主としで従事する者。

1日 2，545円(1時間319円)

卸売業

8 福島県卸売業・小売業最低 18 2，819円(1時間353円)
同 上 55. ，. 20 

賃金 小売業

18 2，655円(1時間 332円)

は
し
か
円
早
期
発
見
を
η

力
ゼ
に
似
て
い
る
初
期
症
状

一
は
し
か
は
、
感
染
し
て
初
期
症
状

…
が
現
れ
る
ま
で
十
一
日
前
後
の
潜
伏

…
期
聞
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
熱

田
が
出
て
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し

一
目
が
充
血
し
た
り
目
や
に
が
出
た
り

一
i
l
i
い
わ
ゆ
る
カ
ゼ
の
症
状
が
見
え

一
た
ら
、
近
所
に
は
し
か
に
か
か
っ
て

一
い
る
子
供
は
い
な
い
か
、
は
し
か
の

一
子
供
と
接
触
し
な
か
っ
た
か
ど
う
か

一
な
ど
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
初
期
症
状
が
出
始
め
る
こ
ろ
、
口

一
の
中
を
の
ぞ
く
と
ほ
お
の
粘
膜
に
タ

一
ヵ
状
の
ぽ
つ
ぽ
つ
が
見
ら
れ
ま
す
。

園
こ
の
時
期
に
ガ
ン
マ
グ
ロ
プ
リ

γ
と

…
い
う
注
射
を
し
て
も
ら
っ
て
お
く
と

…
は
し
か
は
軽
症
で
す
み
ま
す
。

は
し
か
は
春
先
に
流
行
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

初
期
症
状
が
カ
ゼ
に
似
て
い
る
た

め
に
軽
く
見
て
、
そ
の
結
果
、
病
気

を
重
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
春
先
の
乳
幼
克
の
カ
ゼ
に

は
十
分
注
意
を
。

〈
感
染
の

F

早
期
発
見
F

を
〉

〈
高
熱
と
発
疹
が
出
た
と

き
〉

高
熱
が
続
く
と
、
体
は
衰
弱
し
ま

す
、
「
は
し
か
は
冷
や
す
な
」
と
昔

か
ら
い
う
よ
う
で
す
が
、
頭
部
は
氷

の
う
や
氷
ま
く
ら
で
冷
や
し
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
体
は
冷
え

な
い
よ
う
に
し
て
、
快
い
暖
か
さ
を
保

ち
、
安
静
第
一
を
心
が
け
、
部
屋
の
保

温
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
発
疹
は
皮
膚
の
表
面
だ
け
で

な
く
、
消
化
器
の
粘
膜
に
も
で
き
、
消

化
力
は
衰
え
ま
す
。
で
す
か
ら
体
力
維

持
の
た
め
に
、
栄
養
が
あ
り
消
化
の
よ

い
も
の
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

一一"一.._..ー"一"_'1ー・・ー・・ーH一日一.._..一日一..-.._..一"一11._1・・ー"一..一"一.._.._.._.._.._..ー"一四一..一"一日一"一"一・・ー

〈
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
も
〉

母
親
か
ら
受
け
継
い
だ
免
疫
が
切
れ

る
の
は
一
歳
前
後
で
す
の
で
、
こ
の
こ

ろ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
は
し
か

の
難
を
逃
れ
る
方
法
で
す
。

一
歳
半
か
ら
一
二
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
聞

に
、
汗
ば
む
季
節
を
避
け
て
、
子
供
の

健
康
状
態
の
よ
い
時
期
を
選
び
ま
し
ょ

O
 

〉フ



たま

。
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五

日
ま
で
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
お
す
み
で

す
か
。
三
月
十
五
日
が
期
限
で
す
。
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
』
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
早
め
に
申
告
を
す

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

昭和55年 3月 1日5 

申
告
書
の
耕
一
一
引
き
方
は
「
確
定
申
告
の

手
引
」
や
「
申
告
書
の
か
き
か
た
」
な

ど
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

参
考
に
自
分
で
書
い
て
て
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
、
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

な
ど
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
正
し
い
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
税
の
計
算
を
す
る
と
き

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
①
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と

き
は
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
証

②
住
宅
取
得
控
除
に
は
、
@
建
築
確
認

通
知
謀
の
写
し
、
@
登
記
簿
謄
本
、
の

住
民
票
の
写
し
、
な
ど
確
定
申
告
の
際

に
添
付
し
た
り
、
提
示
し
た
り
す
る
書

類
、
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
準

備
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
と
き

は
お
・
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
れ
づ
ね
下
さ
い
。

。
退
職
金
と
税
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は
「
退

職
の
日
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
と

き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
、
が
、
そ

の
退
職
金
の
支
給
を
う
け
る
と
き
に
は

所
得
税
と
住
民
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す。
退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労
の
対
価

で
あ
り
、
退
職
後
の
生
活
の
た
め
に
も

大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
他
の
所
得
と

分
離
し
て
課
税
さ
れ
る
な
ど
軽
い
負
担

で
す
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
退
職
所
得
の
計
算
V

(
退
職
金
の
額

i
退
職
所
得
技
除
額

〉
×
見
H

退
職
所
得

こ
の
退
職
所
得
に
、
所
得
税
の
税
率

を
か
け
た
も
の
が
所
得
税
額
で
あ
り

住
民
税
の
税
率
を
か
け
た
も
の
が
住

民
税
額
と
な
り
ま
す
。

八
退
職
所
得
控
除
額
〉

退
職
し
た
人
の
勤
続
年
数
に
応
じ

一
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
以
下
の
と

き
勤
続
年
数
×
二
十
五
万
円

二
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
る

と
き
(
勤
続
年
数
l
二
十
年
)
×

五
十
万
円
+
五
百
万
円

A
福
祉
施
設
ガ
イ
ド
V

下の分
さ税かな
い務り主
。署に

ゃな退
税 ら 職
務な所
相い得
談との
室 き 計
には算
お、な

た最ど
づ寄で
ねりお

保
養
セ
ン
タ
ー
は

簡
易
保
険
と
郵
便
年
金
の
加
入
者
の

皆
様
に
、
心
身
の
保
養
と
健
全
な
娯
楽

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
施
設
で
、
全
国
の
国
立
公
園
や
温

泉
地
に
建
て

dq
れ
、
ご
家
族
連
れ
や
団

体
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
、
恕
い
の
セ

ン
タ
ー
で
す
。

施
設
は
、
ど
の
セ
ン
タ
ー
も
一
一
一

J
五

階
建
で
冷
J

暖
房
完
備
で
、
四
季
を
通
じ

快
適
に
過
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
カ
ラ

1.量 11.

i
テ
レ
ピ
を
備
え
た
眺
め
の
よ
い
客
室

大
広
間
か
ら
、
各
種
の
遊
戯
機
械
を
備

え
た
娯
楽
室
、
ホ

i
ル
、
ロ
ビ

l
、
食

堂
売
活
、
駐
車
場
な
ど
を
設
け
、
デ
ラ

ッ
ク
ス
な
設
備
が
自
慢
の
セ
ン
タ
ー
で

す。
こ
の
簡
易
保
験
保
養
セ
ン
タ
ー
を
利

用
で
き
る
の
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険

と
郵
便
年
金
の
加
入
者
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
空
室
な
ど
が
あ
り
n

簡
易
保

険
加
入
者
の
利
用
に
差
し
っ
か
い
が
な

い
場
合
は
加
入
者
以
外
の
方
も
利
用
す

守969-21福島県郡山市熱海町熱海 31'[H98番地

詮磐揚熱海(024984)3511-2 
環境・磐梯朝日国立公園の衛玄関

名所・磐梯スカイライン鵠ヶ域会逮武家屋敷
母成高原アヤメ圏(見頃6月下旬-7月中旬)

白鳥飛来(12月-3月) る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
利
用
さ
れ
る
六
ヶ
月

前
か
ら
郵
便
局
で
受
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
郵
便
局
の
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ

、。
利
用
料
金
は
、
宿
泊
料
と
食
事
料
が

加
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
人
の
一

泊
二
食
付
料
金
は
四
千
円
前
後
で
す
。

日
婦
は
大
人
一
人
の
入
場
料
二
百
円

で
、
儒
室
の
利
用
は
別
料
金
と
な
り
ま

す。
郵
便
局
で
は
、
明
る
い
暮
し
の
事
現

に
簡
易
保
険
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
お

り
ま
す
。

簡
易
保
険
に
加
入
し
て
、
皆
さ
ん

お
そ
ろ
い
で
、
簡
易
保
険
の
保
養
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
。

福
島
県
内
に
は
、
郡
山
市
熱
海
と
い

わ
き
市
の
二
ケ
所
に
あ
り
、
山
形
県
の

米
沢
、
宮
城
県
の
松
島
、
栃
木
県
の
塩

原
な
ど
全
国
各
地
に
数
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
保
養
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
く

わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
郵
便
局
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

(
川
辺
局
〉
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第

柔
剣
道
大
会

回
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
第
八
回
玉
川
村
柔
剣
道
大
会
は

公
民
館
、
体
育
協
会
主
催
で
一
月
二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
玉
川

村
体
育
館
に
、
村
内
中
学
生
と
一
般
選
手
、
女
剣
士
合
せ
て
九
十

四
名
、が
参
加
し
て
、
熱
戦
、
熱
闘
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〔
剣
道
の
部
〕

三

位

小

針

尚

美

(

H

H

小
学
生
四
、
五
、
六
年
男
女

一
位
小
針
克
美
(
玉
一
小
)

二

位

矢

吹

克

哉

(

η

)

三

位

鈴

木

康

夫

(

〉

三

位

大

竹

隆

信

(

〉

中
学
生
の
部

一
年
生
(
男
子
)

一
位
車
田

二

位

鈴

木

三

位

大

野

中
学
生
団
体
戦

一
位
泉
中
A
チ

l
ム

二

位

泉

中

B
チ

l
ム

三
位
須
釜
中
B
チ

i
ム

個

人

戦

小
学
生
二
、
三
年
男
女

一
位
塩
沢
昌
功
(
須
釜
小
〉

ニ
生
首
藤
純
子
ハ
玉
一
小
〉

三

位

水

野

信

哉

(

η

〉

剛
(
泉
中
〉

蒸
〈
須
釜
中
〉

輝
彦
(

H

リ
〉

" " 
'-../ 

換炉

四
郎
ば
り
の
熱
闘

所得税の確定申告の期限は 3月15日ですが、あなたはも

うおすみですか。期限間近になると税務署は大変混雑しま

すので、早自に申告をすませましょう。

もっと詳し税金に関してよく分からない点があったり、

またく知りたいときはお気軽に税務署にご相談ください。

11 " " 

「申告書の書きかたJや「確定申告の手引きJなどが税務

署に用意してありますので、参考にしてください。

二
年
生
(
男
子
)

一
位
矢
吹
源
重
(
泉
中
〉

二
位
関
根
清
美
(
須
釜
中
〉

一
ニ
位
鈴
木
孝
行
ハ

η

)

三

位

佐

藤

正

二

(

H

リ
〉

三
年
生
ハ
男
子
)

一

位

小

針

周

吉

(

泉

中

)

二

位

有

賀

悦

夫

(

η

)

一

ニ

位

関

根

勝

則

(

)

三

位

高

橋

一

郎

(

)

一
般
の
部
一

一
位
榊
校

三

位

角

田

一
ニ
位
大
越

三

位

背

山

11 11 

雅
(
南
須
釜
)

守

之

(

中

)

喜
義
(
南
須
釜
)

明
(

η

)

、ーノ

院惨

女
剣
士
の
熱
戦

〔
柔
道
の
部
〕

中
学
生
団
体
戦

優

勝

須

釜

中

A
チ

l
ム

準

優

勝

泉

中
A
チ

i
ム

中
学
生
個
人
戦

一
年
生
の
部

一
位
小
針

二

位

宗

形

一
ニ
位
渡
辺

伸
一
(
泉
中
〉

光
徳
(
須
釜
中
)

実
〈

H

リ
〉

一
二
位
大
木

二
年
生
の
部

一
位
小
針

二

位

塩

田

三

位

石

森

三

位

大

竹

三
年
生
の
部

一
位
事
回

二

位

宗

形

三

位

小

針

三

位

宗

形

一
般
の
部

一
位
小
針

二

位

溝

井

三

位

大

竹

三

位

草

野

母

一
旦
剣
士
た
ち

三

位

矢

吹

清

信

(

一
年
生
(
女
子
〉

一
位
矢
部
あ
ゆ
み
〈
泉
中
〉

二
位
矢
部
小
代
子

(

η

〉

三
泣

真
弓

玲

子

(

〉

三

位

公

針

智

子

(

〉

哲

夫

(

1! 

、ーノ

成
次
(
泉
中
〉

敦
(
須
釜
中
〉

守
(
須
釜
中
〉

浩
〈
泉
中
〉

光和秀健
雄彦興ニ

義

信

(

中

〉

幸
二
(
小
高
)

長
一
(
岩
法
寺
〉

正
則
(

H

H

〉
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村
民

わ
が
村
の
伝
説

い
ず
み

和
泉
式
部
と
藤
田
川

話
題
提
供
者

7 

「
二
十
三
夜
棋
も
随
分
と
、
い
い
加

減
な
こ
と
を
い
う
も
の
だ
。
子
供
が
生

れ
た
ら
、
わ
た
し
の
命
を
絶
つ
な
ど
と

脅
か
し
た
け
れ
ど
、
あ
れ
か
ら
七
年
た

っ
て
も
、
わ
た
し
は
こ
の
通
り
病
気
一

つ
す
る
で
な
く
無
事
平
穏
に
す
ご
し
て

い
ら
れ
る
の
だ
か
ら
」
と
話
し
合
っ

た。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
夜
の
こ
と
で
あ
る

再
び
夢
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
。
「
そ
の

方
が
夫
と
話
し
合
っ
た
通
り
、
は
じ
め

は
子
供
の
生
命
と
、
そ
の
方
の
生
命
と

を
引
き
か
え
よ
う
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
も
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
幼
な
子

が
不
び
ん
な
の
で
、
今
日
ま
で
猶
予
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
も
は
や
式
も

田

子

矢吹さんらが入賞
1コ

ブ

七
歳
に
な
っ
た
、
親
が
い
な
く
と
も
飢

え
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
気
の

毒
だ
が
そ
の
方
の
生
命
を
絶
つ
こ
と
に

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
お
告
げ
が
あ
っ
て
間
も
な
く
の

こ
と
、
母
親
は
突
然
こ
の
世
を
去
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
後
を
追
う

よ
う
に
父
親
も
、
あ
の
世
の
人
と
、
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

突
然
お
そ
っ
て
き
た
、
こ
の
不
運
に

式
部
の
悲
嘆
ぶ
り
は
筆
舌
に
つ
く
せ
な

い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
葬
式
は
親
戚
や
近

所
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
ど
う
に
か

賑
々
し
く
済
ま
せ
て
く
れ
た
が
、
こ
れ

以
来
式
部
は
、
す
っ
か
り
物
思
い
に
ふ

け
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
の
よ
う
な
陽

村
公
民
館
主
催
の
村
氏
囲
碁
将
棋
大

会
は
、
去
る
一
月
二
十
七
日
〈
昌
)
午

前
九
時
か
ら
就
業
改
諮
問
セ
ン
タ
ー
で

開
ら
か
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
囲
碁
の
部
〕

A

級
一
位

一一位

澄光
夫摺正

(
北
須
釜
)

(

中

)

〈
高
須
釜
〉

小小矢
原針吹

B

級
一
位

二
位

草

野

正

司

久
保
木
徳
雄

林
一
一
一
喜
人

ハ
山
小
屋
)

〈
蒜
生
〉

ヂ

気
さ
は
少
し
も
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

ま
わ
り
の
・
吠
人
た
ち
が
心
配
し
て
慰

め
た
り
、
力
を
つ
け
て
や
っ
て
も
、
一

日
中
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て
読
書
に
ふ

け
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
も
っ
て
生
れ

た
式
部
の
才
能
は
益
々
洗
練
さ
れ
、
こ

と
に
和
歌
の
道
に
か
け
て
は
大
人
た
ち

が
驚
嘆
す
る
ほ
ど
の
上
達
ぶ
り
で
あ
っ

た。
こ
の
天
才
少
女
の
名
は
忽
ち
に
し
て

京
の
都
ま
で
き
こ
え
、
つ
い
に
は
天
聴

に
ま
で
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
時
の
天

子
、
一
条
帝
は
大
変
、
興
味
を
も
た
れ

是
非
そ
の
天
才
少
女
を
み
た
い
と
仰
せ

ら
れ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
当
地
を
訪
れ

た
使
の
者
は
、
少
女
式
部
の
前
に
両
手

を
つ
き
、
い
と
も
了
寧
な
口
上
で
使
者

の
趣
を
の
ベ
熱
心
に
参
内
を
奨
め
た
の

で
あ
っ
た
。

少
女
な
が
ら
も
式
部
は
、
窓
を
決
し

か
ご

迎
え
の
駕
寵
に
乗
っ
て
、
a

は
る
ば
る
京

'
¥
の
部
へ
と
上
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

車
田

欣
弥

〔
将
棋
の
部
〕

A 

位位級

義 永 正 正
睦男{寧綜

'" /"、、'" /"、、

小小
中中

高高
'--ノ、、ノ、、./ ，、J

矢車双双
吹 田 里 里

B 
四
泣級

一
泣

一一仏区

光四重利
久 郎 光 明

Jfl小蒜
中中

辺高生
、、.../'--' '--' '--'、J

須添野鈴木
藤田崎木戸

C 

四
位

五
位

払
N
A

，tv
時
M
M
T

て
、
年
若
き
身
で
あ
り
な
が
ら
、
召
し

出
さ
れ
宮
中
に
仕
え
る
身
分
と
な
り

多
く
の
女
官
た
ち
と
共
に
勉
学
に
励
ん

だ
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
数
年
の
歳
月
は
過
ぎ
て

い
っ
た
。
す
で
に
女
流
歌
人
、
式
部
の

名
声
は
天
下
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。

‘
一
条
帝
の
覚
え
も
め
で
た
く
、
な
に

不
自
由
な
く
過
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
好
事
魔
多
し
と
の
、
た
と
え
の
通

り
、
あ
る
時
ふ
と
し
た
風
邪
が
も
と
で

明
日
を
も
知
れ
ぬ
病
床
の
身
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
も
う
こ
れ
ま
で
と
窓
を
決

し
た
式
部
は
、
せ
め
て
今
生
の
別
れ
に

故
郷
の
「
小
和
清
水
」
の
水
を
呑
み
た

い
、
と
見
舞
の
得
に
漏
ら
し
た
こ
と
が

天
聴
に
達
し
た
。
一
条
帝
は
早
速
式
部

の
顕
い
を
適
え
さ
せ
る
よ
う
に
と
近
臣

に
命
じ
て
、
使
い
の
者
を
、
す
ぐ
さ
ま

奥
州
へ
と
下
向
さ
せ
た
。

交
通
の
不
使
な
昔
の
こ
と
な
の
で
使

者
は
幾
月
も
か
か
っ
て
、
よ
う
や
く
当

地
に
た
ど
り
若
い
た
。
と
こ
ろ
が
地
理

官
同
)

一
位

二
位

一一一位
四
位

五
泣

小大出 熊中
林竹塚田根

清勝隆伸新
光一雄部治

〈
南
須
釜
〉

(
川
辺
〉

〈
南
須
釜
〉

(
川
辺
〉

〈
竜
崎
)

に
不
案
内
の
た
め
か
、
な
か
な
か
小
和

清
水
を
さ
が
し
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ず

や
む
な
く
藤
田
市
の
流
水
を
査
に
入
れ

て
持
ち
婦
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

故
郷
の
水
が
飲
み
た
い
と
一
日
千
秋

の
思
い
で
待
っ
て
い
た
式
部
は
、
嬉
し

さ
の
あ
ま
り
床
に
身
を
起
こ
し
て
査
の

水
を
お
し
い
た
だ
き
な
が
ら
静
か
に
呑

み
ほ
し
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
考
え

こ
ん
で
い
た
が
、
?
」
の
水
は
私
の
故

郷
の
水
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
小
和
清

水
の
水
は
ほ
ん
の
僅
か
し
か
ま
じ
っ
て

い
な
い
よ
う
だ
」
と
、
い
っ
て
川
の
水

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
の
様
子
で
あ

っ
た
。こ

の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
水
を
呑
ん

で
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
あ
れ
程
の
大

病
も
毘
一
日
と
快
方
に
む
か
い
間
も
な

く
、
も
と
通
り
の
元
気
な
体
に
、
も
ど

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
後

は
、
さ
ら
に
歌
道
に
精
進
を
つ
ま
れ
て

数
々
の
秀
歌
を
残
し
た
と
い
う
こ
と
で

ふの
v
Q
O
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石
川
地
方
生
活
環
境

施
設
組
合
関
係
手
数

料
の
改
正
に
つ
い
て

日
年
4
月
1
日
よ
り
、
し
尿
汲
取
手

数
料
、
火
葬
場
使
用
料
が
次
の
と
お
り

改
正
に
な
り
ま
す
。

し
尿
汲
取
手
数
料

一
八

O
d
ま
で

九
O
O円

(七
O
O円〉

一
八
d
明
す
ご
と
に
九

O
円

(七
O
円
)
加
算

昭和55年3月1日

火
葬
場
使
用
料(

一
体
に
つ
き
〉

十
三
才
未
満

二
、
六

O
O円

(
一
、
六

O
O円
)

三、

0
0
0円

No. 163 

十
三
才
以
上

-園田園・・・・・=・・・・
2

・・{民

予

天

'" 

会
一
、

0
0
0円
)

〉
内
旧
料
金

;住 3j 

〉 民 {
〉課月〈
?衛 1
f生 z

f関)
i係;
〉事
J業
f予}
i定

4 
日

妊
婦
検
診
西
部
地
区

母
子
セ
ン

タ
ー

四
辻
地
区
健
康
相
談
並
び
に
、

へ
き
地
保
健
栄
養
対
策
事
業

健
康
守
つ
く
り
講
演
会

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
初
分
J

妊
婦
検
診
東
部
地
区

母
子
セ
ン
タ
ー

三
種
混
合
予
防
接
種
第
3
田

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
初
分
J

2
時
初
分

一
ニ
種
混
合
予
防
接
種
第
3
田

須
釜
公
民
舘

午
後
1
時

ω分
J

2
時

ω分

11 
日

口
日

18 
日

25 
日

26 
日

-
-
-
回
調

----a置
調
理
橿
-
-
-
-

報

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

た まかわ

(
概
況
)

三
月
は
平
年
よ
り
温
暖
な
日
が
多
く

な
っ
て
、
比
較
的
順
調
な
春
の
お
と
ず

れ
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
四
月
に
か
け

て
、
一
、
二
回
索
、
さ
の
も
ど
り
が
あ
る

で
し
ょ
う
。(=一

広報

月

一
時
的
に
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り

寒
さ
の
も
ど
り
や
荒
模
様
と
な
る
日
が

あ
り
ま
す
が
、
長
続
き
し
な
い
見
込
み

で
す
。
天
気
は
周
期
的
に
変
り
、
温
暖

な
日
が
多
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
み
か
、
や
や

高
め
、
降
水
量
は
平
年
並
み
か
や
や
多

27 
日

乳
幼
児
健
康
診
断

母
子
セ
ン
タ
ー

健
康
守
つ
く
り
講
演
会

須
釜
公
民
館

午
後
1
時
初
分
J

※
右
記
以
外
の
事
業
予
定

一
才
六
カ
月
児
健
康
診
査

一
才
児
健
康
診
査

28 
日ーを毛3

?三去とi
(J) V)  

た
~ 
t二

電?、v、

===EBBEE---==・・・

め
、
積
雪
は
や
や
少
な
め
の
見
込
み
で

す。
r、
四

月

天
気
は
周
期
的
に
変
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
時
々
・
寒
冷
な
高
気
圧
に
お
お

わ
れ
て
、
肌
寒
い
期
間
が
あ
り
、
下
旬

に
は
お
そ
霜
の
お
り
る
所
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
月
平
均
の
気
温
は
、
大

体
平
年
並
み
、
降
水
量
も
平
年
並
み
の

見
込
み
で
す
。

近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
は
人
口
の

老
令
化
、
栄
養
の
不
適
切
な
摂
取
や
運

動
不
足
な
ど
に
伴
い
、
肥
満
、
貧
血

各
種
成
人
病
な
ど
の
増
加
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
認
識
の
も
と
に
健
康
づ
く
り
推
進
事

業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
に
は
特
別
の
御
配
慮
を

頂
き
こ
の
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
自
分
の
健

康
管
理
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
御
聴
講
下
さ
い
。

3
月
げ
日
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

3
月
お
日
須
釜
公
民
館

時

間

午

後

1
時
鈎
分
J

演
題
成
人
病
と
健
康
管
理

講
師
福
島
県
衛
生
公
害
研
究
所
長

猪

野

茂

先

生

3
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

17 15 13 11 4 
日 日日日日

習
字
教
室
(
玉
川
公
〉

日
本
画
教
室

高
齢
者
学
級
開
講
式

婦
人
学
級
閉
講
式

健
康
づ
く
り
講
演
会

一
時
三

O
分
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー

習
字
教
室
(
玉
川
公
〉

日
本
画
教
室

25 18 
日日

28 
日

健
康
づ
く
ぢ
講
演
会

一
時
三

O
分
〈
須
釜
公
民
館
〉

近
世
社
寺
建
築
緊
急
調
査

31 
日

お

め

で

た

(
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

岩小川

"法中 " 

寺高辺

南竜

η 須"

釜崎

地

区

出
生
児
氏
名

み

保
護
者
名

良幸賢幸 正英浅直三久

正

雄雄一夫 光一光吉郎夫

地

(
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

南竜蒜小川
"須(， (， 
釜 崎生高辺

北

"須"
釜 " 

野

崎

洋

矢

部

正

男

石

井

智

子

高

林

浅

哲

佐

久

間

充

大

竹

弘

記

吉

田

和

弘

仁
井
田
幸
恵

大

野

香

里

小

原

徳

雄

小

原

拓

也

お

く

や

区

死
亡
者
氏
名

" 

矢

部

沢

蔵

矢

部

正

男

溝
井
喜
入
郎

添

田

正

七

曲

山

恵

子

仁
井
田
イ
ノ

小

原

政

信

阿

部

エ

イ

阿

部

キ

グ

野
口
勘
次
郎

榊
校
久
美
子

石
井
ミ
ヨ

世
帯

年
令

主
名

83 0 59 91 72 69 72 21 77 84 0 78 

梅藤勘寓荘政武敬留喜三正
市 三

吉 吉郎治一徳嘉郎秋進郎雄




